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I 織観

1. 言語的背景

イスラエルでは人口の約60%がへプライ語を話し，アラビア語話者は人口の25%以下となっ

ている。教授言語としては一般にへプライ語が用いられており，アラビア語は必要があればカ

リキュラムlζ組み入れでもよいことになっている (8:170)。また，イスラエJレは1948年5月14

日に国家を樹立したが，それ以降世界各地からの移民が増加し，従って言語事情も複雑で，へ

ブライ語が公用語となってはいるものの，東ヨーロッノf，中央ヨーロッパ，アメリカからり移

民の間ではドイツ語と混交したイディッシュ語，南アメリカやスペインからの移民の間ではス

ペイン語と混交したラディノ語が多く用いられてし唱。

独立以前はイギリスの委任統治下にあり，英語も 3つの公用語のひとつとされていたが，独

立後は公用語ではなくなった。公文書はへブライ語で書かれるのが普通であるが，英語の使用

も許されている。例えば Transactionsof the Knesset (国会議事録)は各章の標題のみに英語が

用いられている (2:12)。しかし，ー殻に英語はよく用いられている。

Z 教育的背景

イスラエルの教育制度は1949年の義務教育法と 19臼年の教育法とによって確立したが， 1969 

年には義務教育法の改正が行われ，学校制度の改革とともに，義務教育期間が延長され， 5歳

から16歳までとなった。また，公立学校における教育は無償となっている。

中等学校は学術 (Acade凶 c)，技術 (Technica1)，農業 (Agricultural)という形態に分かれ，

また，学術，技術コースを包括した総合制 (Comprehensive)学校も数が多い (7:2)。中等学校

の最終学年では大学への入学資格をとるためのBagrut試験が行われる。

多くの学校は英語，数学，へプライ語について Strearningと呼ばれる能力別編成をとってお

り，他の学校では混合編成が行われているが，成績不振の生徒については放課後の補習などの

考慮がなされている。

E 数育内容・方法

1. 英語の位置

イスラエJレにおいては英語の必要性についての議論はあり得ないという。小さな国であるイ

スラエルでは世界語としての英語を学習するのは極く当然の乙とであると考えられており，唯

一の問題はその学習をいつ開始するかという乙とである。乙れについては，まず母国語である

へプライ語を習得してから，英語学習を始めるべきであると考えられており，一般科目の授業

を英語で教えたり，英語で書かれた教科書を用いるという乙とは認められていない (1:3・4)。

歴史的に見ると，イギリス統治下の時代にはイギリスiζ対する反按から英語の学習を拒否す

るというようなこともあったが，今日では英語を植民地支配の象徴と考える風潮もなしまた，

1967年の 6日戦争以後は特にアメリカの影響を強く受けるようになって英語の使用も大きく変
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化してきており (9:140・141)， 1971年においては英語の学習率が初等学校では56.0%，中等学

校では84.5%となっている。

2. 教育課程

イスラエJレでは19侶年度lと教育改革が実施され，凡ての学校で第 5学年(10才)のカリキュ

ラムに英語が週3時間の必修科目として導入された (4:274)。乙れにより英語教育はイギリス

統治下における状況に復したわけである。

英語教育の目標は全世界の人々とコミュニケーションができるようにならせる乙とと，言語

一般に対する関心を喚起し，母国語l乙対するより深い洞察を得させる乙とにある (7:3・4)。こ

のため 4技能の熟達が基礎におかれ， communicative com戸tenceの養成がめざされている。乙

れは1973年lζ現行の communication-proficiencyカリキュラムがそれ以前の文学的色彩の濃いカ

リキュラムに取って代わった後強調されている方向である (6:47)。従って，教材の選択，段

階づけ，提示や教授法，教室活動の基準となるものはそれが communicativecompetence Iと結び

っくかどうかというところにおかれている。また，第 2番目の目標，すなわち，言語一般への

関心，母国語への洞察ということについても，言語学のコースを課するという乙とでもなく，

組織的な翻訳を行うという乙とでもない。あくまでもコミュニケーション重視の授業の中で外

国語と母国語との間の類推などにより付随的に指導されるのである。

週当りの授業時数については下表の通りであるが，第 4学年での導入は約50%実施されてお

り，また，中等学校上級部では表の下に付した注のようになっている。

レベ jレ 初 等 学 校
中 等 学 校

中 間 部 上 級 部

学 年 (4) 5 6 7 8 9 10 11 12 

年 齢 (9) 10 11 12 13 14 15 16 17 

週当り. (2) 
時間数

3 4 4 4 4 * * * 

〔注〕中等学校上級部

Bagrut 試験上級受験者 5 

Bagrut 試験中級受験者 4 

Gemer 中等教育修了)試験受験者 1
}一一3以下

無試験 j 

さらに，レベノレごとに具体目標が定められており，例えば語句，文法構造をとりあげてみる

と，初等学校では ω0語，基本的な56文法構造，中等学校中間部ではさらに 900語， 51文法構

造が加わり，上級部では全体として 3.0∞語を習得するようになっている。また，各技能につ

いてもレベルごとに指導法が定められており，中等学校上級部では読解がそれまでのレベJレよ

り重視されるが，乙れは下学年において OralApproach によって指導されている乙とを前提と

している (7:5・7)。

一方，新しいシラパスでは教科閣の統合が求められており，例えば歴史や科学の教師と協力

してそれらの分野の英語版テキストを英語の時聞に読んだりすることが進められている (5:39)。

3. 教科書，教材など

教科書は教育文化省の認可したものを用いることになっており，つぎのような種類がある。

-22ー



初等学校および中等学校中間部

English by Television course 

English for Speakers of Hebrew series 

Living English series 

English is Fun series 

Izzy Smart series 

中等学校上級部

English for Speakers of Hebrew series 

English in Context 

乙のうち Englishby Televisionはテレビの定期放送と付属教科書から成っている。 English

for Speakers of Hebrew は最も広い学年範囲をカノすーするもので，第 l巻~第12巻が第4学年

から第 9学年まで使われ，その中には第七 8学年の学業不振児クラス用の第九 8巻， Bagrut 

試験受験者用lと語学と文学を含むム級用テキストが含まれている。また Englishis Funおよ

び IzzySmartは第 7，8学年の学業最不振児用のコースである。乙れらの教科書lζ対し，多

読用lζ使う補助教材については何ら制約が課されていない (7:11-12)。

中等学校上級部から大学にかけての読み物教材は，シラパスの改革を経てそれまでの文学的

色彩の強いものから次のような選定基準によるものへと変わった。すなわち，

(i)テキス卜は標準現代英語(英語，米語を問わなし、)で吾かれていて，知的，文学的，文化

的価値をもっと同時に言語学習の場面を与えるものである乙と，

(u)テキス卜は文学作品(劇，詩，短編小説)からばかりでなく，ジ守一ナリズムや技術的，

社会学的素材などのノンフィクションからもとること，

というものである (5:39) 。乙の方針はGefen(1978)でも述べられており，文学重視からコミ

ュニケーション重視へと方向が変わっている。

4. 教 授法

初等学校および中等学校中間部では OralApproachが用いられており，新出項目は口頭によ

り導入され，読み書きは口頭訓練によって既知となったものについて行われる。また，中等学

校中間部高学年および上級部では口頭訓練なしで読みの作業を行う乙とが許されているが，そ

の際は読みの前か後l乙クラスでその読み物について討論することになっている (7:8)。読み書

きは通例 3~4 カ月の口頭訓練の後iζ導入されるが，その時期については個々の教師の判断に

委ねられている (4:277)。

一世lζは ModifiedAudio-Lingual Approachが推奨されている。乙れはコントロール付きの文

型練習から認知力による文法規則の内化を通して言語の創造的使用に致らしめるという乙とを

ねらったものである (7:8・9)0 Regberg (1967)は直接教授法による指導法を説いたものである

が，現行のシラパスと照らし合わせるとやや古いようである。

5. 教員養成

多くの教員養成カレッジlζは英語教員養成コースが設けられており，そ乙では初等学校およ

び中等学校中間部の教員が養成されている。また，いくつかのカレッジは学位 (B.Ed.)を出す

乙とが最近認められ，この学位をもった者は第10学年まで教えられる。また，全ての大学の教

育学部には教員養成課程に英語科が設けられており，英語と他教科との二重専攻の者は第10学

年まで，英語の単一専攻者は第12学年まで，それぞれ教える乙とのできる資格を与えられる。

さらに，初等学校の他教科の教師でも英語熟達度および英語教授法の試験l乙合格すれば英語教
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師の資格が得られる (7:12)。

一方，現職教育については，無資格教師の場合(一般科目の資格しか有しない者および英語

国からの移民で教員資格を有してはいるが英語教育の訓練を受けていない者)，各週のミーティ

ングと夏期集中講座からなるコースが設けられており，有資格教師の場合，言語学，教授法，

文学の再訓練が視学官，大学，英語教育計画センターの協力により行われている。乙れについ

てはプリティ γ シュ・カウンシルが協力的であり，また，教員の海外研修もよく行われている

(4: 276)。

E 考察

イスラエノレでは英語教育の目的など議論の対象にもならないというととであるが，なぜ英語を

学ぷのかという乙とが論議の的となり，一方では目的論は不毛だとする声も出ているわが国の場

合，イスラエJレに学ぶべきものがあるように思われる。日本の英語教育の成果については方法論

等の問題であり，学業不振児の取り扱いにしてもイスラエルではそれ自体がカリキュラムlと取り

込まれ，その方法に問題があるとは報告されていない。英語を植民地支配のシンボJレとして学習

を拒否した年代の人々が，今ではそれを後悔しているという。世界語としての英語を受け入れ，

且つ母国語習得の大切さも忘れていない。Lewisand Massad (1975)のデータに見る限り，イスラ

エJレの英語教育の成果は決して低くない。もちろん，わが国の場合とは異なる状況もあるが，

EFL の国として参考にすべき点は多い。

最後に，貴重な資料を提供頂いたイスラエル教育文化省主任英語視学官 Mr.Raphael Gefen にこ

の場を借りて謝意を表したい。
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